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年
を
と
る
と
、
生
涯
何

か
一
つ
で
も
遺
し
て
お

き
た
い
と
思
う
よ
う
だ
。

心
に
残
り
後
輩
に
益
す

る
よ
う
に
な
る
も
の
を

▼
作
曲
家
中
田
喜
直
と

大
中
恩
が
対
談
し
た
折
、

一
曲
だ
け
で
名
を
世
に
知
ら
し
め
た

双
方
の
父
の
遺
作
を
話
し
合
っ
て
い

る
。
敗
戦
前
の
作
品
で
中
田
の
父
章

の
『
早
春
賦
』
と
大
中
の
父
寅
二
の

『
椰
子
の
実
』
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も

日
本
の
名
曲
と
し
て
今
日
ま
で
合
唱

団
に
歌
い
つ
が
れ
て
き
た
。
し
か
し

作
曲
者
名
を
知
る
人
は
少
な
い
。
中

田
章
は
音
楽
学
校
教
授
、
大
中
寅
二

は
霊
南
坂
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
二

代
目
の
作
曲
家
は
亡
き
父
の
二
曲
を

予
め
評
価
し
合
い
子
同
志
で
亡
父
が

残
し
た
二
曲
が
世
代
を
超
え
て
歌
い

つ
が
れ
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
い
る
。

大
中
恩
の
死
を
新
年
早
々
知
っ
て
、

時
代
の
推
移
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

バ
ッ
ハ
の
家
系
に
多
く
の
作
曲
家
が

出
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
二
代

目
は
作
家
た
ち
に
多
い
よ
う
だ
▼
戦

後
間
も
な
く
團
伊
玖
磨
も
加
わ
り
新

し
い
子
ど
も
の
歌
が
作
ら
れ
、
母
と

子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
た
。
二
代
目

の
二
人
は
競
う
よ
う
に
多
く
作
曲
し

た
が
、
先
代
の
父
が
遺
し
た
二
曲
も

共
に
戦
後
世
代
に
愛
唱
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
大
中
の
い
と
こ
で
芥
川

賞
作
家
の
阪
田
寛
夫
が
童
謡
『
サ
ッ

ち
ゃ
ん
』
を
書
き
、
恩
が
作
曲
し
て

流
行
す
る
と
、
声
楽
家
で
あ
る
中
田

夫
人
に
「
ど
う
し
て
あ
な
た
が
作
曲

し
な
か
っ
た
の
」
と
聞
か
れ
た
こ
と

を
中
田
か
ら
側
聞
し
た
こ
と
が
あ
る
。

偶
然
、
中
田
夫
人
の
実
名
は
幸
子
だ

っ
た
。
サ
ッ
ち
ゃ
ん
の
歌
は
作
詩
者

ゆ
か
り
の
大
阪
の
幼
稚
園
に
詩
碑
が

建
て
ら
れ
た
。
昨
年
、
阪
田
の
長
女

が
父
の
伝
記
を
書
き
、
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
し
た
。�

（
愛
）

県
内
・
市
内
に
は
、
不
安
な
こ
と
・
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
時
に
、
相
談
で
き
る
機
関
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。
私
が
所
属
す
る
港
北
区
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
教
育

相
談
セ
ン
タ
ー
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
の
一

つ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
人
生

の
目
標
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら

伴
走
者
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

ご
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
よ
り
良
い
育
ち
を
願
っ
て
、
共
に
歩
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

桜
の
季
節
が
過
ぎ
、
新
緑
に
目
を
奪
わ
れ
る

頃
と
な
り
、
加
え
て
、
今
年
度
は
令
和
元
年
と

し
て
５
月
を
迎
え
て
い
ま
す
。

日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
過
ご
し
や
す
い
季

節
の
よ
う
に
感
じ
る
反
面
、
新
年
度
と
し
て
新

し
い
生
活
が
始
ま
っ
て
１
カ
月
、
体
調
面
で
も

精
神
面
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い
時
期
で

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

担
任
の
先
生
が
代
ら
れ
た
り
、
教
室
が
変
わ

っ
た
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
の
中
で
、
何
と
か
そ
れ

ら
に
順
応
し
よ
う
と
努
力
し
た
４
月
を
終
え
、

10
連
休
で
ホ
ッ
と
一
息
、
こ
の
ホ
ッ
と
一
息
で

リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
…
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、

今
は
助
走
期
間
と
考
え
、
ゆ
っ
く
り
体
と
心
の

回
復
を
待
つ
こ
と
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
情
勢
が
変
わ
っ
て
い
く
中
に
お

い
て
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
情
報
量
が
多
く
な
り
、
利

用
で
き
る
社
会
資
源
も
増
え
、
大
人
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
た
ち
も
上
手
な
情
報
の
得
方
や
資

源
の
使
い
方
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
上
手

に
情
報
を
会
得
・
資
源
を
活
用
で
き
な
い
と
、

情
報
に
振
り
回
さ
れ
、
自
分
に
合
っ
た
資
源
を

見
つ
け
ら
れ
ず
、
混
乱
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
時
は
、

一
呼
吸
お
い
て
、
情
報
の
整
理
を
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
や
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
い
季
節
で

も
あ
り
、
混
乱
を
き
た
し
や
す
い
社
会
情
勢
で

も
あ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
持
つ
力
を
よ
り
良

い
方
向
に
育
ん
で
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
大
人
が
出
来
る
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
持
つ
力
を
信
じ
、

間
違
っ
た
方
向
に
進
み
そ
う
に
な

っ
た
時
に
は
正
す
と
い
う
姿
勢
で

は
な
く
一
緒
に
考
え
る
と
い
う
姿

勢
を
持
ち
、
ほ
め
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
見
守
る
忍
耐
力
を
持
つ
こ
と

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
一
人
の
大
人
と

し
て
成
長
す
る
た
め
に
、
多
く
の

気
づ
き
を
持
ち
、
多
く
の
経
験
を

積
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
家

族
だ
け
で
支
え
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
考
え
て
い
た
だ
く
必

要
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

�

港
北
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
蛯
名
さ
ゆ
り

就学前の発達が気になる子
どもを支援しようと横浜北、
厚木、藤沢の3カ所のYMCAで
児童発達支援事業を行ってい
ます。就学前は、着替えや食
事などの身辺自立や社会性、
コミュニケーションを学ぶ大切な時期で、発達に遅れ
や偏りがみられる子どもには、それぞれに合った支援
を早期から行い適切な行動やスキルの習得につなげて
いきます。希望者は、見学､体験､事前相談を経て、市（区）
役所で受給者証受領後、YMCAに申し込みとなります。

　4月から新しい環境で緊張感
を感じる中「勉強についてい
きにくい」「集中力がない」「コ
ミュニケーションが苦手」「集
団行動が苦手」といったケー
ス を 気 軽 に 相 談 で き る 横 浜
YMCA教育相談センター（横浜北YMCA内）は、だれも
が自分らしく生きていくことを願い開設しています。
相談は完全予約制で来館による面談。1回50分。午前
10時から午後5時。1回あたり5500円（税別）。
☎045-433-4321。bl_info4@yokohamaymca.orgへ。

児童発達支援
� それぞれに合った早期からのケア

教育相談センター
� 18歳未満の児童・生徒の発達相談

▲ �発達障がい児のための清里高原小学生キャンプ （2018年夏）
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今月の「平和の川柳」
パパとママ　けんかするけど
　　　　　　　　 すぐあくしゅ
パパとママ　けんかするけど
　　　　　　　　 すぐあくしゅ

ペンネーム　たかつ　はんなさん （YMCAたかつ保育園）

まどをあけ　みんながそとで
　　　　　　　　　 あそんでる
まどをあけ　みんながそとで
　　　　　　　　　 あそんでる

ペンネーム　ここみんさん （金沢八景YMCA　体操クラス）

　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら
、

大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

14
園
目
と
な
る
「
小
規
模
保
育
園 

大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
」
が
開
設

し
た
。

大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
開
設
か
ら

36
年
、
２
０
０
３
年
か
ら
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営

を
展
開
し
て
い
る
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
人
が
よ
り

充
実
し
た
生
涯
を
過
ご
す
こ
と
を

目
指
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
に

ト
ー
タ
ル
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
関
わ
り

を
持
ち
、
共
生
し
て
い
く
と
い
う

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
構
想
を
具
現
化
す
る

施
設
と
し
て
開
設
さ
れ
た
大
和
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
当
時
の
施
策
に
よ
り
、
乳

幼
児
と
青
少
年
、
高
齢
者
の
支
援

を
同
一
会
館
で
実
施
す
る
こ
と
は

適
わ
ず
、
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
ミ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
と
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
二
つ
を
設
置
し
、

連
携
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
へ
の

支
援
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
の
施
策
変
更
に
伴
い
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
と
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
支

援
を
行
っ
て
き
た
が
、
大
和
市
で

は
、
大
和
駅
周
辺
の
大
規
模
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
等
に
よ
り
、
待
機
児

童
が
急
増
し
、
保
育
所
の
整
備
が

急
務
と
な
り
、
こ
の
度
の
開
園
に

至
っ
た
。

小
規
模
保
育
園
の

入
園
対
象
は
、
生
後

８
週
間
か
ら
３
歳
未

満
（
２
歳
児
ク
ラ
ス

ま
で
）
と
な
っ
て
い

る
。
４
月
か
ら
は
16

人
で
（
定
員
19
人
）

で
ス
タ
ー
ト
し
、
保

護
者
と
と
も
に
４
月

１
日
に
入
園
式
を
行

っ
た
。
入
園
式
で
中

野
恵
子
園
長
は
、
子

ど
も
た
ち
に
分
か
り

や
す
い
手
遊
び
つ
き

の
讃
美
歌
を
歌
い
、

子
ど
も
た
ち
も
笑
顔

で
手
を
動
か
し
な
が

ら
歌
っ
た
。

施
設
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者

は
、
保
育
園
の
靴
箱
に
入
っ
て
い

る
小
さ
な
靴
を
見
て
「
か
わ
い
い

ね
」
と
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
気

に
す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
を
歓
迎
し
た
。
施
設
で
は
、

高
齢
者
が
子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ

と
で
、
会
話
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

や
日
常
生
活
の
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

４
月
28
日
に
は
、
大
和
市
を
は

じ
め
、地
域
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、

近
隣
の
施
設
の
関
係
者
、
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
理
事
・
常
議
員
や
運
営

委
員
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
を
招
い
て

開
所
式
が
開
催
さ
れ
た
。

大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
に
関
す

る
問
合
せ
は
、
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保

育
園
☎
０
４
６（
２
１
４
）３
１
９ 

２
へ
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学

校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
で
は
、
４
月
２
日
に
神
奈

川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
横
浜

市
）に
お
い
て
入
学
式
を
行
っ
た
。

第
１
部
で
は
、
益
巖
牧
師
（
日

本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟

大
師
新
生
教
会
）
か

ら
「
い
の
ち
の
言
に

出
会
う
」の
題
で「
こ

れ
か
ら
の
学
び
や
技

術
を
活
か
す
心
か
ら

通
じ
合
う
言
葉
を
か

け
ら
れ
る
人
と
な
る

よ
う
多
く
の
人
と
出

会
い
、
多
様
な
経
験

を
積
み
重
ね
て
ほ
し

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

第
２
部
入
学
式
で

は
、
最
初
に
大
高
聡
学
院
長
が

「
自
分
が
輝
く
だ
け
で
な
く
回

り
の
人
も
輝
か
す
こ
と
が
で
き
る

専
門
職
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と

式
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
工
藤

誠
一
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が

「
次
代
を
担
う
専
門
職
を
目
指
す

者
と
し
て
素
直
な
心
を
も
っ
て
積

極
的
に
、
主
体
的
に
楽
し
く
学
ん

で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

最
後
に
、
田
口
努
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

総
主
事
が
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
多
様
な

活
動
の
体
験
を
通
し
て
共
に
生
き

る
原
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
在
校
生
の
歓
迎
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
と
新
入
生
の
誓
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
会
則

第
19
条
に
基
づ
き
、
２
０
１
９
年

度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会
が
５

月
25
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
湘

南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
総
会
準
備
委

員
会
（
金
井
之
広
委
員
長
）
に
お

い
て
総
会
構
成
員
の
認
証
が
行
わ

れ
、
４
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
理

事
・
常
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
度
は
５
１
３
人

の
構
成
員
（
内
キ
リ
ス
ト
者
２
５ 

７
人
）
で
総
会
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

会
員
総
会
で
は
、
２
０
１
８
年

度
の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業
、
決

算
報
告
の
ほ
か
、
２
０
１
９
年
度

の
事
業
計
画
・
方
針
、
予
算
案
に

つ
い
て
協
議
、
常
議
員
の
選
出
、

会
員
表
彰
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
私
と

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」を
テ
ー
マ
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
か
か
わ
る
ユ
ー
ス（
35
歳
以

下
）が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
み
つ
か
っ
た
こ

と
や
、
つ
な
が
っ
た
こ
と
、
成
長

し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
通
し
て

一
人
が
良
く
な
る
こ
と
で
、
地
域

や
社
会
を
変
え
て
い
く
力
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
共
に
考
え
て
い
く
。

今
年
度
会
員
総
会

５
月
25
日（
土
）開
催

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

流水と石けんで清潔に

地域のニーズに応え 4 月開園
小規模保育園 大和YMCA保育園
行政や地域の施設関係者招き ４ 月28日に開所式

専 門 学 校 合 同 の 入 学 式
21 の国と地域からの留学生と

子
ど
も
の
輝
く
未
来
の
た
め
に

子
ど
も
支
援
基
金 

申
請
受
付
６
月
７
日
迄

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
を
迎
え
、
神
奈
川

県
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に「
食
」「
運
動
」「
社
会
参
加
」

の
三
つ
を
要
素
と
し
た
未
病
改
善
の
取
り

組
み
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
達

成
に
つ
な

が
る
こ
と

と
し
て
進

め
て
い
る
。

　

こ
の
う

ち
「
マ
イ

Ｍ
Ｅ—

Ｂ

Ｙ
Ｏ
カ
ル

テ
」
企
業

対
抗
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

に
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
健
康
経
営
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
１
月
に
ス
タ
ッ
フ
が
一
日

の
歩
数
を
登
録
し
た
結
果
、
敢
闘
賞
を
受

賞
し
た
。

　

３
月
14
日
に
は
、
神
奈
川
県
庁
に
お
い

て
黒
岩
祐
治
県
知
事
出
席
の
も
と
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

横浜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

敢
闘
賞
を
受
賞

　

県
内
７
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
童
ク
ラ
ブ
と

横
浜
市
か
ら
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
運
営
を
委

託
さ
れ
て
い
る
７
つ
の
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
、
私
立
横
浜
英
和
小
学
校
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
合
同
に
よ
る
「
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
～
ス
テ
ー
ジ
発
表
＆
ワ
イ
エ
ム

タ
ウ
ン
商
店
街
で
あ
そ
ぼ
う
！
」
が
３
月

27
日
に
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
で
開
催
さ

れ
、
３
１
５
人
が
参
加
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
各
ク
ラ
ブ
が

ダ
ン
ス
や
歌
（
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
童

ク
ラ
ブ
・
上
飯
田
小
学
校
放
課
後
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
）、
ハ
ン
ド
ベ
ル
（
東
と
つ
か
小

学
校
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
）な
ど
を
披
露
し
た
。

午
後
に
は
、
各
ク
ラ
ブ
が
ブ
ー
ス
を
出
店

し
、
仮
想
コ
イ
ン
で
買
い
物
す
る
ワ
イ
エ

ム
タ
ウ
ン
商
店
街
で
働
く
体
験
と
遊
ぶ
体

験
を
行
っ
た
。
各
ブ
ー
ス
に
は
、
国
連
が

定
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
17
の
目
標
か
ら
自
分
た
ち
の
ブ
ー

ス
に
あ
う
目
標
の
ロ
ゴ
を
掲
げ
て
子
ど
も

た
ち
自
身
が
地
域
や
社
会
の
課
題
を
考
え

る
機
会
と
な
っ
た
。

横浜
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
自
分
事
に

4月に県内と町田にある4つの朝鮮学校で行われ
た入学式に、今年も横浜YMCAの会員やスタッフ
を含めた多くのボランティアが新入生の入学を見
守り祝いました。

2003年から始まったこの活動は、嫌がらせを受
けることの多い朝鮮学校に通う子どもたちに安心
して登校してもらえるようにと、県内のNPOなど
が「入学おめでとう応援隊」を編成し入学を祝っ
ています。

4月6日に、西東京朝鮮第二幼初中級学校（町田
市）、7日に横浜朝鮮初級学校、川崎朝鮮初級学校、
南武朝鮮初級学校の4校の入学式会場でハングル
と日本語で書かれた「入学おめでとう」ののぼり
を掲げ祝いました。横浜朝鮮初級学校の入学式で
は、校長先生から入学おめでとう応援隊の紹介も
あり、「多文化共生社会を共につくりましょう」と
呼びかけがありました。終了後には、振り返りの
時間を持ち、ヘイトスピーチなど厳しい状況があ
る中で、日ごろの思いを共有しました。

笑顔で学校生活の一歩踏み出すために
�「入学おめでとう応援隊」

　近年、テレビなどで抗菌・殺菌・
除菌のワードをよく目にするよう
になりました。皆さんもよく知っ
ている除菌用のハンドジェルタイ
プのものは持ち運びしやすく、一
見便利ですが、手などに付着した
菌を殺すほどの成分が配合されて
います。悪い菌だけではなく、傷
口を自分で治そうとする良い菌ま
でも殺してしまうことになるので
す。
　病院でも数年前から、消毒より
も流水で洗い流すことが重要とさ
れ消毒に関する見直しがされまし
た。また、殺菌力が強いと皮膚や

爪の乾燥・ささくれにもつながり、
皮膚のトラブルの原因になってし
まうこともあります。手や皮膚を
清潔に保つには、流水と石けんが
あれば十分です。
　人間は、菌と共存している生き
物です。良い菌も悪い菌も一度に
排除せず、仲良く付き合っていく
ことが体を丈夫にするために必要
なことになります。
　5月に入り外遊びをしやすくな
りますが、清潔にしすぎる育児を
ちょっと見直してみませんか。
（YMCAマナ保育園　
　　　保育士　佐藤かな）

▲ �大和YMCA保育園入園式で園児と保護者にあいさつする中野恵子園長

▲ �新入生を代表し誓いの言葉を述べた横浜YMCAスポーツ専門学校の影山来亜さん
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少
子
化
が
進
む
中
、
神
奈
川
県

内
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童

虐
待
相
談
件
数
は
年
間
１
万
３
千

件
（
２
０
１
７
年
）
を
超
え
、
子

　

１
９
７
８
年
に
開
設
し
た
藤
沢

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
創
立
40
周
年
を
迎

え
、
３
月
17
日
に
記
念
礼
拝
と
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
た
。
会
員
や
元
リ
ー
ダ
ー
・

ス
タ
ッ
フ
な
ど
１
１
６
人
が
参
加

し
た
。
記
念
礼
拝
で
坂
元
幸
子
牧

師
（
藤
沢
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）
は
、

「
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る
・
新
時

代
」
を
テ
ー
マ
に
「
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
居
場
所
と
な
る
働
き
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
工
藤
誠
一
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

理
事
長
が
「
多
く
の
方
の
お
支
え

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
平

和
の
実
現
を
形
に
す
る
活
動
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
開
設
当
初
か
ら

会
員
で
３
世
代
に
わ
た
り
会
員
の

牧
野
啓
二
さ
ん
は
、
開
設
当
初
の

様
子
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
通
い
、
い
き

保
護
者
に
対
し
て
継
続
的
、
包
括

的
な
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
参
加
し
、
人

と
出
会
い
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
は
大
切
な
こ
と
と
考
え
、「
子

ど
も
支
援（
B
A
P
Y
＝Be A 

Partner of the Youth

）
基
金
」

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
キ
ャ
ン
プ
や
水
泳
、

体
操
な
ど
の
諸
活
動
に
経
済
的
な

理
由
等
に
よ
り
、
参
加
し
た
く
て

も
で
き
な
い
（
被
保
護
世
帯
、
非

課
税
世
帯
）、
保
護
者
の
保
護
を

受
け
ら
れ
な
い
青
少
年
に
対
し

て
、
費
用
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

援
助
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
夏
季
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
申
請
を
６
月
７
日（
金
）

ま
で
受
け
付
け
て
い
る
。
基
金
の

詳
細
や
申
込
み
方
法
、
募
金
へ
の

ご
協
力
は
最
寄
り
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
。

い
き
と
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
を
語

っ
た
。
最
後
に
田
口
努
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
総
主
事
、
廣
瀬
泰
弘
実
行
委

員
長
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

ど
も
の
年
代
は
、
０
歳
か
ら
就
学

前
が
５
８
２
７
件
で
４
割
以
上
を

占
め
、
小
学
生
は
４
３
４
４
件
、

中
学
生
は
１
８
５
８
件
と
な
り
、

生
き
に
く
さ
を
感
じ
な
が

ら
生
活
す
る
子
ど
も
が
多

く
い
る
。

学
校
基
本
調
査
に
よ
る

と
生
活
保
護
世
帯
や
児
童

養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち

の
高
校
や
大
学
へ
の
進
学

率
は
、
全
体
の
平
均
よ
り

も
低
く
、
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
が
子
ど
も
の
将
来
に

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
神
奈
川
県
で
は
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
教
育
・
福
祉
・
医
療
・

就
労
、
住
宅
な
ど
子
ど
も

や
そ
の
子
ど
も
を
支
え
る

藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
開
設
40
周
年

１
１
６
人
が
共
に
祝
い
交
流
深
め
た

　

３
月
17
日
に
、
横
浜
つ
る
み
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
の

設
立
総
会
が
鶴
見
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
て
行
わ
れ
た
。
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を

支
援
し
地
域
や
国
際
社
会
に
奉
仕

す
る
世
界
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
、
神
奈
川
県
内
に
は
７
ク
ラ

ブ
あ
る
。
設
立
総
会
で
は
、
佐
藤

節
子
湘
南
・
沖
縄
部
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
田
中
博
之
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
会
長
や
宮
内
友
弥
東
日
本

区
理
事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
久
保

勝
昭
設
立
準
備
委
員
長
が
設
立
経

過
の
報
告
を
行
っ
た
。

横
浜
つ
る
み
ワ
イ
ズ

（
仮
称
）設
立
総
会

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
会
則

第
19
条
に
基
づ
き
、
２
０
１
９
年

度
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
総
会
が
５

月
25
日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
湘

南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
総
会
準
備
委

員
会
（
金
井
之
広
委
員
長
）
に
お

い
て
総
会
構
成
員
の
認
証
が
行
わ

れ
、
４
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
理

事
・
常
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
度
は
５
１
３
人

の
構
成
員
（
内
キ
リ
ス
ト
者
２
５ 

７
人
）
で
総
会
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

会
員
総
会
で
は
、
２
０
１
８
年

度
の
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
事
業
、
決

算
報
告
の
ほ
か
、
２
０
１
９
年
度

の
事
業
計
画
・
方
針
、
予
算
案
に

つ
い
て
協
議
、
常
議
員
の
選
出
、

会
員
表
彰
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
私
と

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」を
テ
ー
マ
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
か
か
わ
る
ユ
ー
ス（
35
歳
以

下
）が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
み
つ
か
っ
た
こ

と
や
、
つ
な
が
っ
た
こ
と
、
成
長

し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
通
し
て

一
人
が
良
く
な
る
こ
と
で
、
地
域

や
社
会
を
変
え
て
い
く
力
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
共
に
考
え
て
い
く
。

今
年
度
会
員
総
会

５
月
25
日（
土
）開
催

FLASH NEWS

子
ど
も
の
輝
く
未
来
の
た
め
に

子
ど
も
支
援
基
金 

申
請
受
付
６
月
７
日
迄

　ワイズ・ユースクラブは、メンバーが忙しい
中、毎年恒例のワークキャンプを行っています。
「想いをどうつなげていくか」を考えながら「自
分たちができることをできるだけ」を大事に活
動を続けています。
　富士山YMCAの草刈りから始まったワークも
形を少しずつ変えて、今の形に落ち着いてきま
した。夏に向けて、ワークキャンプを開催する
いい季節になりましたので、また皆さまと集
まって楽しい時を共に過ごしたいと思います。
　今後ともご支援よろしくお願いします。
　次回の活動は、恒例の富士山YMCAの感謝祭
のサポートになりますが、今年はゴールデン
ウィークの関係で10月の感謝祭となります。
　　　　　　　（Y3会長　黒澤伸一郎）

横浜YMCAでは国際協力事業としてタイ、カン
ボジア、ミャンマーのYMCAとの協働プロ

ジェクトを展開している。5月25日（土）午後2時
半から4時には湘南とつかYMCAにて、今年から始
めたミャンマー・タングーYMCAとの生活改善・
介護教育プロジェクト、カンボジアYMCAシェム
リアップ・プロジェクト、タイ・バンコクYMCA
とのプロテクト・ア・チャイルドプロジェクトの
報告と8月8日（木）から8月18日（日）に開催する
「第26回国際ボランティアinタイ」の説明会を開
催する。現地を訪問したメンバーが現地の情報や
今後の取り組みを紹介する。

横浜YMCAは台湾・台北YMCAに台北在住交流
幹事としてスタッフを派遣し、在台日本人へ

のサッカーや水泳、体操などのスポーツ指導や野
外 活 動、 日 台 交 流 事 業 な ど を 実 施 し て い る。
2018年8月から2020年3月までスポーツインスト
ラクターとして派遣中の渡邊祐介さんは3月27日
一時帰国し、4月1日に赴任の報告を行った。

できることをできるだけ
ワイズ・ユースクラブ横浜－Y3

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
を
迎
え
、
神
奈
川

県
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に「
食
」「
運
動
」「
社
会
参
加
」

の
三
つ
を
要
素
と
し
た
未
病
改
善
の
取
り

組
み
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
達

成
に
つ
な

が
る
こ
と

と
し
て
進

め
て
い
る
。

　

こ
の
う

ち
「
マ
イ

Ｍ
Ｅ—

Ｂ

Ｙ
Ｏ
カ
ル

テ
」
企
業

対
抗
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

に
横
浜
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
健
康
経
営
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
１
月
に
ス
タ
ッ
フ
が
一
日

の
歩
数
を
登
録
し
た
結
果
、
敢
闘
賞
を
受

賞
し
た
。

　

３
月
14
日
に
は
、
神
奈
川
県
庁
に
お
い

て
黒
岩
祐
治
県
知
事
出
席
の
も
と
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

横浜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

敢
闘
賞
を
受
賞

こもれび

総主事
田 口 　 努

老
人
と
子
ど
も
と
は

不
思
議
な
親
近
性
を
も
っ
て
い
る
。

子
ど
も
は
あ
ち
ら
の
世
界
か
ら

来
た
ば
か
り
だ
し
、

老
人
は
も
う
す
ぐ
あ
ち
ら
に

行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

両
者
と
も
あ
ち
ら
の
世
界
に

近
い
点
が
共
通
な
の
で
あ
る
。

青
年
や
壮
年
が
こ
ち
ら
の
世
界
の

こ
と
で
忙
し
く
し
て
い
る
と
き
、

老
人
と
子
ど
も
は
不
思
議
な

親
近
性
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、

お
互
い
を
、
か
ば
い
あ
っ
た
り
、

共
感
し
合
っ
た
り
す
る
。（
中
略
）

老
人
と
子
ど
も
は
正
反
対
で
あ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

反
対
の
部
分
と
共
通
の
部
分
と
、

こ
れ
が
作
用
し
合
っ
て
、
老
人

と
子
ど
も
の
間
に
興
味
の
あ
る

交
流
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で

あ
る
。（『
子
ど
も
の
宇

宙
』
岩
波
新

書
・
河
合
隼
雄
著
）

　

河
合
さ
ん
は
、
大
人
は
「
量
的

世
界
観
」
の
時
間
の
流
れ
に
生
き

て
お
り
、
子
ど
も
と
老
人
は
「
質

的
世
界
観
」
の
時
間
の
流
れ
に
生

き
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

人
間
は
、
量
的
世
界
と
質
的
世
界

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
生
き
て
い
る

が
、
現
代
社
会
は
量
的
世
界
の
価

値
観
が
強
く
な
り
す
ぎ
生
き
づ
ら

く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

４
月
１
日
に
、
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
に

大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
園
が

開
園
し
た
。

　

保
育
園
児
の
０
歳
か
ら
、
高

齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
ら

れ
る
１
０
１
歳
ま
で
の
生
涯
を

支
え
る
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
た
。
高
齢
者
中
心

だ
っ
た
施
設
に
、
毎
日
、
乳
幼

児
の
親
子
が
通
い
、
1
日
中
、

乳
幼
児
の
声
が
響
き
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
方
の
笑
顔
と
喜

び
の
時
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
お
手
玉
で
も
作
ろ
う

と
い
う
声
も
上
が
り
、
張
り
合

い
が
増
え
て
き
た
よ
う
だ
。
自

然
に
園
児
と
高
齢
者
が
握
手
す

る
姿
も
見
ら
れ
、
互
い
に
笑
顔

が
広
が
る
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
と
て
も
良
い
豊
か
な
時

と
な
っ
て
い
る
。

共に命輝くとき

▲ �多世代との交流や自然との触れあいの機会をでだれでも公平にチャンスがあるように

▲ �藤沢YMCA40周年を共に祝った皆さん

▲ �設立総会で横浜つるみワイズメンズクラブのメンバーが紹介された



横 浜 青 年2019年5月1日 � 第493号（4）横 浜 青 年
横浜中央YMCA ☎045（662）3721
横浜北YMCA ☎045（433）4321
藤沢YMCA ☎0466（26）1151
横須賀YMCA ☎046（834）5811
川崎YMCA ☎044（932）2031
厚木YMCA ☎046（244）4181
YMCA ACT ☎045（316）1881
鎌倉YMCA ☎0467（24）7859
YMCA山手台センター ☎045（813）1022
湘南とつかYMCA ☎045（864）4768
金沢八景YMCA ☎045（782）3003
YMCA東とつかセンター ☎045（392）3747

大和YMCAライフサポートセンター ☎046（264）3192
横浜YMCAワークサポートセンター アンジュ ☎045（867）0090
横浜YMCAワークサポートセンター レザン ☎045（860）5252
YMCAあつぎ保育園ホサナ ☎046（222）8619
YMCA山手台保育園アルク ☎045（813）1022
YMCAとつか保育園 ☎045（870）3663

Y M C Aマナ保 育 園 ☎045（790）3588
YMCAとつか乳児保育園 ☎045（870）3235
YMCAつるみ保育園 ☎045（500）5030
YMCAかわさき保育園 ☎044（520）1825
YMCAいずみ保育園 ☎045（800）3010
YMCA東とつか保育園 ☎045（820）5588

YMCA東かながわ保育園 ☎045（440）3763
YMCAたかつ保育園 ☎044（281）7833
金沢八景YMCA保育園 ☎045（353）5130
YMCAオベリン保育園 ☎042（707）9974
大和YMCA保育園 ☎046（214）3192
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ ☎0544（54）1151
三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ ☎046（888）2100
鶴 見 中 央 Y M C A ☎045（508）7800
YMCAライフサポートセンター鶴見 ☎045（506）0131
YMCAライフサポートセンター関内 ☎045（680）6680
本   部   事   務   局 ☎045（662）3721

I N F O M A T I O N

横浜YMCA

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時　 5 月17日（金）午前10時～正午
会　場　鎌倉YMCA　201教室
テーマ　My art ―Coloured pencils & Dust―
講　師　Michelle Zachariasさん
参加費　会員1,100円、一般1,400円
申込み　鎌倉YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■聖書からの学び
日　時　 5 月30日（木）
	 午前10時30分～11時10分
会　場　湘南とつかYMCA　 2 階教室
講　師　‌�堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
テーマ　「主イエスと出会う」
参加費　無料
問合せ　湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
■バイブルカフェ
日　時　‌�5 月29日（水）午後 6 時30分～ 7 時30分
会　場　川崎YMCA21教室
講　師　‌�青木　靖氏（登戸エクレシアキリス

ト教会副牧師）
テーマ　「人生のチャレンジと聖書」
参加費　無料
問合せ　川崎YMCA　☎044（932）2031
■聖書を読んでみよう会
日　時　 5 月21日（火）午後 6 時30分～ 8 時
会　場　横浜中央YMCA 6 階教室
テーマ　「ヨハネによる福音書を読む」
参加費　無料
問合せ　横浜中央YMCA　☎045（307）7556
■聖書に聞く「新約聖書　イエスのたとえ話」
日　時　 5 月17日（金）午前11時～正午
会　場　横須賀YMCA
テーマ　「愚かな金持ち」のたとえ
参加費　無料
問合せ　横須賀YMCA　☎046（834）5811

イベント
■�金沢八景YMCAヘルシーキッズデー
　「家族で遊ぼう！ 海フェスタ」
日　時　 5 月11日（土）午前10時～正午
会　場　海の公園（横浜市金沢区）
対　象　小学生とその家族
参加費　 1 組500円
申込み　金沢八景YMCA　☎046（782）3003
○�家族で思いきり体を動かします。
■三浦うみあそびキャンプ
日　時　 6 月 1 日（土）～ 2 日（日）
会　場　‌�三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィ

レッジ
集　合　藤沢YMCA　午前 8 時30分
	 鎌倉YMCA　午前 9 時
解　散　藤沢YMCA　午後 5 時
	 鎌倉YMCA　午後 4 時30分
内　容　‌�シーカヤック、磯遊び、キャンドル

ファイヤー、野外炊事、ウォークラ
リーなど

対　象　 5 歳（年長）～小学 6 年生
参加費　会員15,120円、一般16,200円（税込）
申込み　鎌倉YMCA　☎0467（24）7859
	 藤沢YMCA　☎0466（26）1151
○�詳細につきましては、鎌倉YMCAまでお問

合せください。
■�J-WAY横浜YMCAゴスペルクワイヤ 
　2019チャリティーコンサート
日　時　‌�6 月29日（土）午後 3 時
　　　　午後 2 時30分開場
会　場　横浜中央YMCA 9 階チャペル
入場料　500円（未就学児無料）
申込み　jwaygospel2002@gmail.com
○�入場料は横浜YMCA国際・地域協力募金と

して用いられます。

カルチャー
＜なつかしい童謡や唱歌を歌います＞
■北YMCA　うたごえひろば

日　時　 5 月14日（火）
	 午後12時40分～ 2 時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　北YMCA 3 階スタジオ
参加費　300円
申込み　北YMCA　☎045（433）4321
■湘南とつかYMCA　うたごえひろば
日　時　 5 月21日（火）午後 2 時～ 4 時
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　湘南とつかYMCA 1 階ホール
参加費　300円
申込み　湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
■藤沢YMCA　うたごえひろば
日　時　‌�5 月17日（金）午後 1 時15分～ 3 時15分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　藤沢YMCA
参加費　300円
申込み　藤沢YMCA　☎0466（26）1151
■厚木YMCA　うたごえひろば
日　時　 5 月28日（火）午後 2 時～ 3 時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　厚木YMCA
参加費　500円
申込み　厚木YMCA　☎046（222）8619
■生麦地域ケアプラザ　うたごえひろば
日　時　‌�5 月15日（水）午後 1 時30分～ 3 時30分
対　象　一般（熟年世代の皆さん）
会　場　生麦地域ケアプラザ（横浜YMCA運
営委託） 2 階多目的ホール
参加費　100円
申込み　生麦地域ケアプラザ　☎045（510）3411

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時　‌�5 月21日（火）、29日（水）午前10時30

分～11時30分
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象　‌�横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ　‌�横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045(663)0676

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校作業療法科
日　時　 5 月25日（土）午前10時～12時30分
内　容　AO入試説明会
申込み　☎045(641)5785
■YMCA健康福祉専門学校
日　時　‌�5 月11日（土）午前10時～正午・*午

後 2 時～ 5 時
　　　　25日（土）午前10時～正午
内　容　AO入試説明会、*学校説明会
申込み　☎046(223)1441
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時　 5 月18日（土）
	 午前 9 時30分～12時30分
内　容　‌�保育園見学、サッカーコーチ理解・

グラウンド見学
申込み　☎045(864)4990
○�6 月 1 日からAO入試願書受付を行います。

詳細はお気軽に各校へお問合せください。

ボランティア情報
■子育て応援ボランティア説明会
日　時　 5 月17日（金）午後 2 時～ 3 時
会　場　中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
問合せ　‌�中区地域子育て支援拠点のんびりんこ　

☎045(663)9715
○�地域での子育てをお手伝いしていただける

方を募集します。お気軽にご参加ください。
■夏期キャンプボランティアリーダー募集
日　時　‌�7 月～ 8 月
内　容　‌�夏のキャンプで子どもたちと一緒に

生活しながら、プログラムや子ども
のサポートなどを行います。事前に
トレーニングを行います。

申込み　‌�6 月29日（土）までに各YMCA健康教
育部までお申込みください。連絡先
は 4 面上をご参照ください。

○�日 程 や プ ロ グ ラ ム 内 容 な ど の 詳 細 は 各
YMCA健康教育部へ

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

�

港
北
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
蛯
名
さ
ゆ
り

ウ
エ
ル
カ
ム
と
リ
ス
ペ
ク
ト
の

気
持
ち
で
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

�

和
田
　
登
志
子

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
専
門
学
校 

日
本
語
学
科

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ュ
ー
タ
ー

　

私
た
ち
は
普
段
チ
ュ
ー
タ
ー
と
呼
ば

れ
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
日
本
語
学
校
で
学
ん
で

い
る
留
学
生
た
ち
が
、
日
常
会
話
に
慣
れ

る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
１
回
、
放
課
後
に
一
対
一
で
、
1

時
間
か
ら
1
時
間
半
程
度
会
話
を
し
ま
す

が
、
教
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
感
覚
で
接
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
よ
く
使
う
言

葉
や
名
称
、
日
本
の
文
化
や
風
習
、
季
節

の
行
事
な
ど
を
話
題
に
し
な
が
ら
、
母
国

で
の
生
活
ぶ
り
な
ど
も
聞
か
せ
て
も
ら
い

ま
す
。
時
に
は
し
り
と
り
や
連
想
ゲ
ー
ム

に
興
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
が
こ
の
活
動
を
始
め
た
の
は
、
何
気

な
く
見
て
い
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
チ
ュ
ー
タ
ー
募
集
の
文
字
を
見
つ

け
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
話
が
出
来
る

の
は
楽
し
い
か
も
と
興
味
を
も
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
今
年
で
15
年
程
に
な
り
ま

す
。
最
初
の
頃
は
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国

の
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
最
近
は
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ネ
パ

ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

か
ら
留
学
生
が
入
学
し
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
1
年
か
ら
2
年
の
期
間
で
卒

業
し
て

い
き
ま

す
が
、

最
初
は

緊
張
し

て
い
て

も
、
半

年
も
経

つ
と
、

自
分
か

ら
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
毎
年
そ
の
成
長
ぶ
り
に
感
心
し
て
い

ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
宿
題
も

多
い
と
か
…
。
学
生
た
ち
は
良
く
勉
強
し

て
い
ま
す
。
年
に
数
回
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
い
う
の
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
を
訪

れ
て
、
学
生
の
グ
ル
ー
プ
と
会
話
を
す
る

機
会
も
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
に
は
活
気

が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
雰
囲
気
の
良
さ
を
実

感
し
ま
す
。
時
に
厳
し
く
、
時
に
優
し
く

接
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
の
姿
を
垣

間
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
半
面
、

私
自
身
の
視
野
が
広
が
り
、
勉
強
に
な
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
を
す

る
こ
と
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
日
本

を
選
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と

い
う
ウ
エ
ル
カ
ム
の
気
持
ち
と
、

彼
ら
の
国
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
の
気

持
ち
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
で
す
。

　

彼
ら
が
日
本
で
の
生
活
に
慣
れ

て
い
く
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ

う
、
気
力
、
体
力
の
続
く
限
り
、

留
学
生
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼デスクペン　新しい年度がスタートして1カ月が過ぎました。新しい環境に慣れない、学校や職場に行きづらい、そのような思いを誰かに話をしてみませんか。一人で悩んでそうな人がいたら、声をかけてみませんか。（直）
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▲�日本についての疑問を日本人に聞くビジターセッション
の授業で質問を受ける（2019年1月/手前左から2人目）
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